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金型実習（射出班・プレス班）における金型設計製作時間は限られている．金型設計製作時間の短縮の

中で, 金型製作時間の短縮は必須である. 金型製作時間に大きく関わる要素として「マシニングセンタの

操作」「ワークの段取り」「CAM の操作」「工具メーカーのカタログから切削加工条件を導き出す」が

ある.この中で,一番安全面を犠牲にせず効率化による時間短縮を行えるのは「工具メーカーのカタログか

ら切削加工条件を導き出す」であると考える．また,利便性の向上も考慮し，プログラム言語 Python を駆

使して切削加工条件検索のシステム構築を行なった.以下に報告する． 
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1．はじめに 

 

 金型製作時間の短縮と利便性の向上を可能にする方

法として，プログラム言語 Pythonを駆使して実現する． 

 

2．Python プログラミング 

 

 切削加工条件検索システムのプログラミングの考

え方は，必須入力項目と変数型の決定・条件分岐と

計算式・加工条件調整・追加条件・加工条件検索結果

の表示である. 

 

2.1 必須入力項目と変数型の決定 

 必須入力項目として,工具（ドリル・タップ・リー

マ・エンドミル）の直径を整数型又は浮動小数点数

型,被削材・エンドミル切削タイプを整数型,タップの

ピッチ・ヘリカル穴加工径を浮動小数点数型の変数

に設定した . 図 -1 に抜粋したプログラム先頭の

Python コードを示す. 

 

図-1 プログラム先頭の Python コード 

 

2.2 条件分岐と計算式 

 条件分岐の基本構造は,if 文と elif をネストした制

御文に,シンプルな計算式を導き出して if・elif の条件

に融合した. 図-2 に抜粋したドリル（AGES）の条件

分岐と計算式の Python コードを示す. 

 

 



図-2 条件分岐と計算式の Python コード 

 

2.3 加工条件調整 

 実際の加工では,加工条件の調整を行うことが頻

繁にある.図-3 にエンドミル（AE-VMS）の条件調整

の Python コードを示す. 

 

 

図-3 エンドミル条件調整の Python コード 

 

2.4 追加条件 

 スクエアタイプに,ラジアスタイプの条件を追加

した.図-4 にエンドミル（AE-VMS）の追加条件の

Python コードを示す. 

 

 

図-4 エンドミル追加条件の Python コード 

 

2.5 加工条件検索結果の表示 

 加工条件検索結果は,必須項目と利便性の高い追

加情報を表示した. 図-5 にエンドミル（AE-VMS）の

加工条件検索をした結果を Pythonの表示画面を示す. 

 

 

図-5 エンドミル加工条件検索結果 Python 画面 

 

3．ステップアップ 

 

 切削加工条件検索システムを,利便性の向上のため

改良を複数行った. 図-6 に示す. 

 

図-6 切削加工条件システムのステップアップ 

 

4．参考：検索時間 

 

 参考に検索時間を計測した. 図-7 に示す. 

図-7 参考検索時間 

 

5．まとめ 

 

 金型実習（射出班・プレス班）の金型製作時間と利

便性の面から貢献できた.また,実習を行った学生の

評判も非常に良かった. 

 Pythonのインストールが不要のメリットは大きく,

多数のパソコンで使用できるため利便性は大きく向

上した. 

 機械工場の委託依頼作業にも利便性の面で貢献し

ている. 


